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･･････････○･･････････ 

５．開会 

 

○ 学校教育課長より  早朝よりお集まりいただきましてありがとうございます。

それではただいまより令和３年度弥富市総合教育会議を開催したいと思います。

始めに安藤市長よりごあいさつを申し上げます。よろしくお願いします。 

 

･･････････○･･････････ 

６．あいさつ 

 

○ 市長より  おはようございます。令和３年度の総合教育会議をお願いしましたと

ころ、教育委員の皆様には大変お忙しい中、早朝よりお集まりいただきまして誠に

ありがとうございます。３月を迎えまして学校でも１年間の総まとめをする時期と

なってまいりました。ただ、初感染が報告されてから２年以上経過する新型コロナ

ウイルスでございますが幾度となく緊急事態宣言、また、まん延等防止措置を繰り

返しながら、いま第６波ということでございまして、この令和３年度におきまして

も教育現場では大変なご苦労があったことと感謝を申し上げる次第でございます。

そのような中ですが修学旅行がなんとか、延長ではございましたが行うことができ

た。子供たちにとっては大きな思い出ができたのではないかと思うところでござい

ます。またそのほかの文化祭、また学校祭等もなんとか開催していただきました。

本当に感謝を申し上げる次第でございます。市のほうといたしましても、広島研修

が予定通り実施できた。これは大変大きなことだと思いますから、今後の子供たち

の教育に対しまして、また人生に対しましても大きな影響を与える広島研修であり

ますので、本当に開催ができたことをなによりと思っております。感謝を申し上げ

る次第でございます。この新型コロナウイルスですけれど、オミクロン株、弥富市

でも毎日のように感染者が数多く報告されているわけでございますが、ここのとこ



ろ少し落ち着いてきたかなと思いますけど、まだきょうも３０何名ですかね。報告

がありまして、決して予断を許すことができないわけでございますが、やはり収束

に向けてはワクチン接種、そしてまたもうすぐ承認されるであろう経口薬が鍵とな

るのでなはないかと思っております。引き続き先生方には感染防止対策に気をつけ

ていただきまして、ご自身の健康にも十分留意されまして、子供たちの健やかな成

長を願っていただきたいと思う次第でございます。本日の会議では弥富市の教育の

現状、そして課題、そしてまた将来ビジョンを話す場でございますものですから、

子供たちの将来に向けて有意義な意見交換となりますことをお願い申し上げまし

て冒頭のあいさつとさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 

･･････････○･･････････ 

 

７．議題 

 

○ 学校教育課長より  ありがとうございました。それではここからの議事進行に

つきましては、本会議の招集者であります、安藤市長にお願いしたいと思いま

す。それではどうぞよろしくお願いいたします。 

○ 市長より  それでは着座にて失礼いたします。まず議題の１としてお願いいた

しますのは、（１）子供の教育環境に関するＰＴＡ役員の意見交換会ということ

で、小中学校の統廃合に向けての説明を事務局よりお願いいたします。 

○ 学校教育課長より  はい、失礼します。資料を付けさせてもらっております。

わたくしのほうから今回、意見交換会について各地区を回らさせていただいたと

きに、お話をしてきました。そのときの資料をもとにお話をさせてもらいたいと

思います。資料１、２、３までが、わたくし、この資料を使わさせてお話をさせ

ていただきたいと思っております。そのあと、意見交換会に出席されております

委員さんのほうから資料４に基づいて説明いただきたいと思います。まずそれで

は始めに資料１、２、３までのところで簡単に保護者説明会、保護者の役員会、

意見交換のときの話をさせていただきたいと思います。今回の意見交換会につき

ましては、この秋１０月から非常事態宣言が解除されたあと、地域４小学校区、



十四山中学校区の中学校のＰＴＡの保護者の方と意見交換をしてまいりました。

そのときの資料です。まず資料１のほうをごらんください。こちらの資料は推計

です。推移を現したものです。Ａ４の資料の左側が各小学校、大藤小学校、栄南

小学校、十四山東部小学校、十四山西部小学校、そして十四山中学校のそれぞれ

の推移が書いてあります。そして右側がそれぞれの近隣同士ですね、大藤と栄

南、十四山東部と西部、あるいは４つを合わせたときの児童生徒数が書いたもの

でございます。これを示しながらそれぞれの地区で説明してまいりました。それ

ぞれ見ていただくと共通しているんですけど、２０２１年と２０２７年のそれぞ

れの数字を書いてあるわけですけれども、特に２７年については学年別に示して

おるところです。そんな中でどの学校も大藤小学校から始まり、十四山西部小学

校、どの学校をみていただいても、例えば大藤小学校であれば２０２７年の５年

生なんかを見ていただきますと、男子が６人、女子が１５人でありますとか、栄

南小学校であれば４年生の学年においては７人と２人。あるいは十四山東部だと

５年生、４年生、２年生にずいぶん差がありまして、男子と女子の差が大きくな

っているのがわかります。十四山西部小学校においても、３年生においては男子

は０、女子が５人ということで、児童生徒数が減ってくることにともなって、ど

うしても男子と女子が半々にはなかなかいかないよ、というようなところの話を

させてもらってきました。そんなところでも、保護者の皆さん、実際の数字をみ

られると、なるほどなというようなお話も聞こえてきたところです。そして右

側、大藤と栄南、あるいは東部、西部、４つをまとめた表なんかを示しながら、

それぞれの２つの学校をくっつけても、くっついても合計してもやはり１クラス

には変わりないよ、というところです。４校をまとめると２クラスの学級編成が

可能になるという話もさせてもらってきました。そして一番下の表。十四山中学

校の表は、この表を示しながら、２０２１年、本年度につきましては、いま１３

８人の児童生徒がいる中ですが、これが２０２２年、３年、４年、５年、６年と

いった推移を示す中で、２０２４年のところですね、令和６年のところになるん

ですけれども１年生のところに色が塗ってあります。ここから色塗りが１つずつ

増えていくというところで、２０２６年、令和８年には３学年ともが、実はこ

れ、１クラスを表す色でございまして２０２６年、令和８年のころには全部が１



クラス。つまり十四山中学校は３学年３クラスになってしまうというような数字

を示してお話をしてまいりました。次の表、資料ですけど、資料２、３について

はどういうものかといいますと、これは令和元年にこれらの地区で教育環境に関

するアンケートをとらさせてもらっております。そのときの保護者のご意見を反

映した資料です。こんなものを示してまいりました。これを見ていただきます

と、資料２なんかではやはり親が望む子供の教育環境について、１、２、３と多

いものについてはどの小学校も中学校も一緒ですがやはり施設であったり学校の

安全面であったり、あるいはいじめや不登校の取り組みなどはしっかりしてほし

いというのは、これはどの地区、どの親も共通の問題であろうと思います。実は

この表、この設問は資料の４を見るとわかるんですけれども、黄色とオレンジで

左側に色分けしてあるところがあります。これは実は設問について現状維持を想

定した設問と、統廃合を想定して作られた設問にわかれて取ったものでございま

す。ではこれらに基づいて次の資料を見ていただきたいところですけれども、資

料をめくっていただきまして、十四山中学校の総合計、これは十四山中学校です

けれども、その合計があります。十四山中学校についても上位のものについては

先ほどと同じなんですが、設備面であるとかいじめとかの対応などが上位にきて

いるのは変わりませんが、そのあとにきているところでは５番の設問であったり

８番の設問であったり１６番の設問が上位にきているところです。これらについ

ては、色でいうと黄色のものになります。こちらについては、例えば５番であれ

ば「生徒が集団の中で多様な考え方に触れ、切磋琢磨する機会が多いほうがい

い」という親の意見です。あるいは８番であれば「部活動の種類が多くて自由に

選択することができることを望む」というようなものが上位にきているというと

ころからも、現状維持ではなく現状から環境を変えるという方向に意見が多いの

がわかってもらえると思います。そんな説明をしてまいりました。資料３につい

てですけれども、資料３については十四山中学校が一番前。これについては現状

維持よりも分離統合のほうが望む声が大きいのがこの円グラフから見てとれると

ころでございます。資料３の裏面については小学校区の同じような集計結果が載

っております。こちらでは統合、現状維持を望む声よりも統合あるいは学区の再

編などをする声を多く聞こえているのが見てとれるところだと思います。やはり



現状そのままというよりかは変化を望む意見が多かったというのも、この表から

も見てとれるところで、これらのことを説明して保護者会ではお話をしてまいり

ました。そんな資料のあと意見交換会をさせていただいたんで、そのときの意見

などについて委員さんのほうからお話をいただきたいと思いますのでよろしくお

願いします。それではまず大藤のほうから。先生、よろしくお願いいたします。 

○ 教育長職務代理者より  はい、阿部です。よろしくお願いします。大藤小学校

での意見交換会ですが、資料４の内容。１０件ほど載っているんですが、まず２

つ目に競争心が養えないと感じているという保護者の方の、ＰＴＡの方が多くみ

えました。それから４つ目の「・」のところにありますが、２行目ですが、中学

校に上がるときに尻込みをすることが多い。その次のところで体育でも人数が少

ないと行えない競技もあるので２クラスとか３クラスあったほうが子供の成長に

もよいと思うということで、やはり人数が少ないということに対して子供たちの

競争心がなくなるとか中学校に行くときのハンディが多いとかそういうような意

見が多くて、やはりもうちょっと人数の多い学校へ統合して子供たちを教育して

ほしいという声が多かったです。そのあと栄南小学校で行なったときには、最近

の栄南小学校の朝の状況は非常に交通量が多くて脇道もいろんな車がビュンビュ

ン走るということで、栄南で一番声が大きかったのは登下校が心配という声が多

かったです。なのでスクールバスを用意してほしいという意見が強くでました。

やはり栄南小学校、非常に生徒数が少ないものですから、これはどっかにありま

したが、２枚目のところにもありますが、下から２つ目ですね。来年度から通学

団が１人になる。トレーラーの往来が多いから通るのが心配というような声もあ

ります。やっぱり栄南学区は通学路が広く、地域が広くて登下校にものすごく時

間のかかる子供たちもおります。なのでやはり栄南についても統合していただい

てスクールバスを用意してほしいという意見が大半でありました。以上です。 

○ 学校教育課長より  ありがとうございました。それでは浅野委員、お願いいた

します。 

○ 浅野委員より  わたくしは１０月２３日と２５日に十四山の東部小学校、西部

小学校で懇談会に参加させていただきました。その中で先ほども説明があったよ

うに子供たちの人数の減少ということで統廃合をしたいという意見がたくさんで



ました。その中で大勢の中で揉まれていく経験がないもんですから、高校なんか

へ行った場合にやっぱりちょっと不登校になってしまうような子が多いのではな

いかと心配をされていました。小規模校のメリット、デメリットはあるんですけ

ど、やっぱり大勢の中でクラス替えもあって生活環境を変えるというのは必要な

ことじゃないかということです。やっぱり先ほども出ましたようにスクールバス

は必ず出してほしいということで、小学校の低学年が通える距離ではなくなるの

ではないかと思いますので、そのへんはしっかり考えてほしいということです。

また学校がなくなると防災や地域の意見などがまとまらなくなるというか、避難

場所がなくなったりするのも心配ですという声がでました。あとはこれから先の

ことを考えると４校だけではなく全体に学区の見直しなども考えていったらどう

かというご意見もでてきました。以上です。 

○ 学校教育課長より  ありがとうございました。それでは最後に十四山中学校地

区について、教育長、よろしくお願いいたします。 

○ 教育長より  はい、十四山中学校は１月２７日に訪問してまいりました。分離

統合という意見が多いということで、ＰＴＡの皆さんも分離統合せざるを得ない

のかなということは自覚されておりまして、具体的ないろんな意見が十四山中学

校では出ました。いつの時点で分離統合するかもわからないのですけれども、３

年生だけは十四山中学校を卒業させてやりたい。３年生、最後の学年は１、２、

３といって卒業させて、あとの１年生、２年生はほかの学校にというのがいいと

思いますという意見が出ましたけれども、それは非常に教職員の配置などが難し

いですよということで。また下に後輩が全然いないということも寂しいと思いま

すということで、ある年度でいっせいに分離統合したほうがいいんじゃないかと

いうような意見も出て、それならば子供の不安を解消するにはどうしたらええか

ということで話し合いが始まりまして、やっぱり別々の学校に行くのではなくて

同じ学校に行かせたほうがやっぱりいいんじゃないかというような意見が出まし

た。それから統合する前に交流を始めて、部活動だとか広島研修だとか一緒にし

て自然と顔見知りになっておったほうがいいんじゃないかという意見もいただき

ました。それからジャージなんかを、十中のジャージを３年生になったら弥中の

ジャージにせなかん。これはちょっといろいろ問題があるんじゃないかというよ



うなことで、こういうことも補助制度があればなというようなご意見も出ており

ました。それから１箇所、一番遠いところにある三百島地域ですけれども、三百

島のお母さんがすぐそこに弥北中があるので、できれば三百島は小学校のほうか

らもう白鳥に編入して弥富北中学区にしてもらったらありがたいというようなご

意見も出ましたので、最後には大筋では弥富中学校に統合をするというご意見が

ほとんどでしたけれども三百島の地域では特別な配慮が必要かなというふうに

は、課題として思いました。以上でございます。 

○ 学校教育課長より  ありがとうございました。このようなところがいただいて

きた意見でございます。 

○ 市長より  ありがとうございました。全国的に少子化。また弥富市においても

同じでございまして誰が悪いわけでもなくて、強いて悪いといえばたぶんわたし

が悪いんだろうとは思うんですけど、子供を産み育てる環境また子育て環境等の

不備が少子化を招いているのではないかと思うのですが、これなかなかすぐに解

決される問題でもないものですから本日のような結果が出ていると思っておりま

す。少人数学級、何人が適正な少人数学級かというのもいろいろあるんですけ

ど、そのようないろんな動きを踏まえましてそれぞれご報告いただいたわけです

がこれにつきまして何かほかに委員さんからご意見がありましたらよろしくお願

いいたします。ご意見をいただいていますと大筋は賛成。各論になりますといろ

いろなご意見があると思うんですけど、大筋は賛成いただいたということで、市

としてもそのような方向性で今後は進めてまいりたいと思っております。まずは

十四山中学校の、統合になるんですかね、これはね。そういったことからＰＴＡ

の皆さん始め御父兄の方々にはしっかりとご理解いただきながら進めてまいりた

いと思うところでございます。ご意見のほう、よかったですかね。宇佐美さん、

よかったですかね。 

○ 宇佐美委員より  はい。 

○ 教育長より  十四山中学校の先ほどの人数の推移を見ますと２０２４年に１ク

ラスが出現して２０２６年には全部１クラスになるということで統合のタイミン

グが、統合するという方向性が出たのならばタイミングがこのどっちかのタイミ

ングだと思うんですけれども、それ以降は２クラスになる可能性が全くないわけ



でして統合するならば早い時期に統合して早く慣れ親しんでもらったほうが、ぼ

くはいいじゃないかなというふうには思うんですけれども。 

○ 市長より  はい。十四山中学校をごっそりというか、そっくり弥中のほうへと

いうことですので、ある一部はありますけど生徒さんたちの不安もずいぶんと、

皆いて一緒に行くんだからということで安心すると思いますし、行った直後はや

はりクラスをそのまま弥中に移したというくらいの感覚で十四山の子が一緒にな

って学校生活を送ったらどうかなというのもありますので。 

○ 教育長より  担任の先生もね、弥中のほうに行ってもらって、そのようなお願

いしていきたいなと思っております。まだ保育所のほうには話を伺っていません

ので確定したことは言えませんけれども。保護者さんの意見を聞くと、どうもそ

んな感触でございました。 

○ 市長より  何よりも子供たちの心を乱すようなことがあってはいかんもんです

からしっかりと教育面で寄り添って、学校生活でも寄り添って統合のほうを進め

てまいりたいと思います。ご理解賜りたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。 

○ 教育長より  小学校のほうも大幅な統合というのは賛成が多いんですけれど

も、どこに統合するかということでいろんな意見があると思うんですけれども、

そこらへんいかがでしょうか。 

○ 市長より  いま資料としてあがっております、大藤、栄南、十四山東部、西

部、４つの小学校が、同じような状況があり、４つを１つにしたらどうかという

ようなことで話を進めているところかと思いますがいろんな問題がやっぱりそれ

ぞれの地域ではあると思いますし、自分の地域から学校がなくなるということも

あるもんですから大変これは寂しいことだと思います。そういったこと、いろん

な事を加味しながら進めていかないかんのですが、そういった面で何かご意見が

ありましたらよろしくお願いします。いいですか。委員の皆様。 

○ 宇佐美委員より  十四山がけっきょく中学校も弥中に統合されてしまうと、中

学校は十四山になくなりますよね。あと小学校西部、東部とどっか統廃合という

ことになったときに十四山地区に学校がなくなってしまっていいのかなというの

が、やっぱり思うもんですから。学校は子供だけが使う場所じゃなくて地域の方



ともコミュニティをとる場所でもあるので、やっぱり十四山に学校があるといい

のかなと思います。 

○ 市長より  ありがとうございます。そうですね。十四山って大きい地域。エリ

ア的には大変大きなところですが、そこから学校がなくなってしまう。市役所の

支所はあり、また保育所はあるんですけど、やはり学校、児童生徒がいなくなっ

てしまうというのはやはり地域にとっても大変寂しいことだと思いますね。４つ

を１つにして、どっかの学校を使うというのもなかなか。それが一番、市にとっ

てはありがたい話なんですけれども、でもせっかく新しく皆が来て１つになれた

としたら、やっぱり新しい学び舎で子供たちの教育を進めてまいりたいと思って

おりますもんですから。ただどっかの学校を使ってということになるかもしれま

せんけど、なるべく地域から１つは学校を残したいというのが市としても本音の

ところでございます。ほかによかったですか。ありがとうございました。すみま

せん。様々なご意見をいただきましてありがとうございました。しっかりと受け

止めさせていただきまして次のステージへ進んでまいりたいと思いますのでよろ

しくお願いを申し上げます。続きましていじめ不登校の現状について事務局より

説明をお願いします。 

○ 主幹より  主幹の城です。よろしくお願いします。本年度のいじめの現状につ

きまして、資料５として令和３年度いじめ進行管理表、２月末までのものを出さ

せていただきました。本市においては毎月いじめ事案進行管理表を毎月各校から

提出いただいていじめの状況を把握しております。資料のほうですが、１番、赤

いマスになっているものが認知になります。２番、黄色が経過観察をしていると

ころ。３番が解消ということで。本年度ですが４月からの累計でいじめの認知件

数が４７件になります。昨年度からの累計になりますと６４件。本年度解消して

いる件数につきましては現在３３件となっております。各学校においてはいまは

もうどんな軽微な案件についてもこの管理表で報告をしていただくようにお願い

はしております。いじめの早期発見に努めて今後も続けていきたいと思っており

ます。続いて不登校についてですが、特に数の資料はありません。現在３０日以

上欠席している児童生徒が８５名。うち、９０日以上欠席している児童生徒が３

１名になっております。市の適応指導教室アクティブに通所している児童生徒が



現在２３名。うち小学生が６名となっております。アクティブの例年、去年も年

度末２４名くらいですので数としては例年並みなのですが、今年の特徴としては

小学校の児童、お子さんが通っている割合が高くなっています。アクティブのほ

うも自分が様子を見に行くと中学生が小学生の面倒をみてというところもみられ

るんですが、逆に言うと中学生が自分の勉強に十分取り組めていない現状もある

のかな。そんなことを感じております。もう１点資料のほうを付けさせていただ

きましたが、そういったところもありまして民間のフリースクールのほうが４月

からの立ち上げということで考えられているところがありますのでそこについて

説明をさせていただきます。フリースクール「ふれあいの森」という名前になり

ますが、いまの神戸のところになります。立ち上げた団体さんですがＮＰＯ法人

のはぐくみさんになります。いまは放課後児童教室、児童クラブ、あとはフード

パントリーとか様々な活動を開催しているところになります。来年度４月からに

なりますが月、水、金の午前中。午後は児童クラブがありますのでどうしても午

前中のあいだになるのですが、そういったところでフリースクールとして開所し

たいというところで相談をいただいております。民間になりますので当然料金の

ほうは掛かってきますが、そちらも資料のほうに載せさせていただきました。だ

いたい月１万７０００円、２万円くらいのところになります。利用者につきまし

ては弥富市だけではなく近隣の市町村も含めて受け入れのほうを考えています。

一応「ふれあいの森」の代表の方もアクティブさんとも一応連携を取りながら、

活動についてはいろいろ今後を考えていくということで。いま考えてみえるのは

学習ＡＩ。ＣＭでも出ていますが頭プラスというアプリを使って学習を進めた

い。そんなことも考えておりますし、あとは近隣の農家のところに行って農業体

験をしたり、場合によっては工場見学とか校外活動的なものも考えてみえるとい

うことろでお話をいただいております。こういったところが立ち上がるというこ

とでご承知おきいただければと思います。以上です。 

○ 市長より  ありがとうございました。いじめ・不登校。難しい問題、ナイーブ

な問題であるわけでございまして、いじめの件数は資料として報告されておりま

して、不登校につきましては３０日以上は８５名、９０日以上が３１名のうちア

クティブが２３名ということでございます。いまの報告につきまして何かご意見



等ございましたらよろしくお願いします。 

○ 副市長より  このいじめのほうなんですけれども、経過観察の中には特に問題

なくっていう判断された経過観察とそれ以外の経過観察があるわけなんですけれ

ども、そういった中において重大化しないだろうとかそういった案件に関しては

ない。要は経過観察をしておれば大丈夫な事案ばかりだろうという意味の経過観

察って認識でいいんですか。 

○ 主幹より  重大事件、重大事態、児童生徒の生命に関わったりとか財産に関わ

ったりとかそういった案件につきましては、左から３マス目。重大事態として報

告を受けて経過観察を同じように見ていくということで、本年度については重大

事態としての認知はありませんので。経過観察については３ヶ月以上何もなけれ

ば解消というところで見てはいるんですが、心配なお子さんについてはもう少し

長い期間、経過を見ていくとか、そういったところも学校によってやられており

ますので。 

○ 副市長より  わかりました。では、安心していいということで判断させていた

だきます。ありがとうございます。 

○ 市長より  ほかにご意見は。 

○ 宇佐美委員より  このフリースクールは、もうこの４月からの応募で決行にな

るんですよね。来月からっていうことですね。申し込みみたいなものはやっぱり

来ている方はいらっしゃるんですかね。 

○ 主幹より  まだお知らせもしていない状況ですし、学校にもあいさつ行ったり

もまだで、積極的には案内する感じはないところです。代表の方も最初は０が続

くかなというところで、そんな捉えでいますので。１つはそういった学びの場が

増える。選択肢が増えるというところで、そういった悩みを持たれる保護者や児

童生徒にはこういったところもあるよっていうことは今後提供していけるかなと

考えております。 

○ 市長より  フリースクールが増えるというのは市としてもちょっと、なかなか

悩ましいところですよね。本来は学校でほかの子供たちと一緒に勉学に励んでも

らいたいわけですけど、教育の多様性といわれればそれまでかもしれませんけ

ど、自分の好きなところに行って勉強をする、学ぶっていうのも、何かやっぱり



義務教育という中ではちょっと「んー」というような考えもあるんですけど、こ

ういう時代になってきたんですかね。アクティブは不登校ということで市の事業

としてやらせていただいておりまして、アクティブのほうから普通の通学できる

学校へ通えるというような状況にもっていきたいというのも目的の１つであるん

ですけど、フリースクールのほうは見ておりますといろんな体験ができたり、ま

たＡＩによる授業等々でちょっと学校の授業内容とは違うんではないのかなと思

うところもあるもんですから、こういうところがいい、いいといって、こちらの

ほうへ多くの子供たちが通うと、これ、成績ってのはどうやってつけるんですか

ね。これ出席になって、学校が出席したということにみなされて通知表のほうも

つけられるんですかね。 

○ 教育長より  評価については、評価できないですね。出席については校長の判

断で出席扱いにするということになっておるんですけど。先ほど主幹の発表にあ

ったように８５人の不登校がいて、その中で２３名がアクティブに通ってコミュ

ニケーションがとれてるんですけども、そのほかの子についてはコミュニケーシ

ョンが取れていないという。今度スクールソーシャルワーカーの人には、このア

クティブ以外の家に引きこもっとるような状態のお子さんの掘り起こしと、また

アクティブに通いがない子供にこういう多様な機会をということで、そのチャン

スを与えるという意味で。高校も通信制の高校がものすごい流行って多様な機会

を持っているように、義務教育でもアクティブでも通えない、また学校にも通え

ない、いうところでの多様なフリースクールということで各地にもほかの市町村

にも出てきているという状況なんです。 

○ 市長より  大変ありがたいことではありますよね。ただ出席はあるけど評価は

されない。人間として評価はされないというのも、子供たちですからそこまで深

く考えないかもしれないですけど、大きくなってからどういった影響があるのか

なとちょっと心配がされるところでありますね。いじめ不登校、またフリースク

ール、本当に市としても教育現場にとっても大変大きな問題なもんですから、い

じめは絶対ないほうがいいですし不登校もなくして学校へ皆が行っていただけ

る。そんな教育環境を皆さんと協力しながら目指してまいりたいと思いますの

で、ご協力のほうよろしくお願いします。 



○ 副市長より  このフリースクールなんですけれども、子供たちがここに行って

学ぶ機会になればそれは大変素晴らしいことだと思うんですけど、ここしか行け

ない子供を受け入れた法人が、長く子供たちを受け入れていただけるだけの体力

があればいいんですけれども、子供たちにとって一番残念な結果になるのは始め

たけどもしばらくしたらなくなってしまったっていうことにならないように、利

用料等々で収支が賄っていければよろしいんでしょうけども。そのへんの経営

の、ＮＰＯといえども、状態とか資産の状況等々については何か資料はついてい

ますか。 

○ 主幹より  こういった開設に関わった申請とか、そういった規定とかがなかっ

たものですので、今回他市を参考にそういった申請書関係の枠組みを作っていこ

うと思いまして、そういった税収だとか、そういったところの資料もいただて申

請をしていく。３年ごとにそういったところを更新して、３年ごとにまた確認し

てという形でやっていけるといいかなと考えております。やっぱり話としても今

年度の夏ぐらいに別の方からフリースクール開きたいんだけどって言われるよう

な案件もありまして、それを話を聞くとなかなかフリースクールをやれるような

状況じゃないかなっていうようなところもあったので、そういった線引じゃない

ですけど、ある程度そういった基準なりを作って審査というか、見ていけるとい

いかなと。そういった仕組みは作っていきたいとは考えております。 

○ 副市長より  そうですね。こちらの経営状況といったらいいのか、設備的な部

分と運営を行うに当たってはいきなりマックスでの収支で計算されておってはと

ても運営が続かないと思いますので、こうした資産の内容等々についても報告を

させるように、またお願いをいたします。 

○ 市長より  フリースクール、利用対象が小学校から高校生まで。算数、英語、

理科、社会。けっこう幅が広いですよね。小学校から高校生までって。 

○ 主幹より  当初は小学校、中学生を対象に考えてみえたんですけど、このアプ

リのほうが高校まで対象のものでしたので、そこまで受け入れようかという形

で、ちょっと広げられた部分があると思いますけど。 

○ 市長より  そうですか。市としても見守るくらいしかできないですよね。最初

は。わかりました。ほかにご意見がありましたら。いじめのほうも重大事態がな



いということで安心しているところでございますけど、ただ子供の心の中には、

周りが思う以上にはやはり傷ついた子供がたくさんおると思いますもんですから

先生方にはより一層、そういった子供たちにも注意して寄り添っていただくこと

をお願いしていただきたいと思う次第であります。ほかになければ、その他でい

いんですかね。 

 

･･････････○･･････････ 

 

８．意見交換について 

 

○ 学校教育課長より  もしあれでしたら議題のほう終了させていただいて、せっ

かくの機会ですので、ざっくばらんにもしご意見を交換していただくならそうし

てただければと思いますが。どうでしょうか。 

○ 教育長より  この前、３中学校の校長先生に集まっていただきまして、ＬＧＢ

Ｔに沿った制服を弥富市でも考えたらどうかということで、できれば１つの制服

制定プロジェクトチームみたいなのを作って２年間くらいでいろんな試作をしな

がら、令和６年度くらいの１年生くらいから新しい弥富でいうほとんど共通の制

服みたいなのを制定したいなっていうのを３中の校長先生と教育委員会と話し合

ってきました。その動きが動き出すと思います。 

○ 市長より  近隣市町ですでに、ＬＧＢＴに配慮したというか、普通のセーラー

服、詰め襟の制服から替わったところはあるんですかね。 

○ 教育長より  大治がそうですね、大治中学校。来年度からあま市の一部、美和

中だとか。ほかの市町村もぼちぼち考えていると思います。 

○ 市長より  ＰＴＡからそういった声があるんですか。校長先生の中での話なの

か。どうなんです。 

○ 教育長より  新聞に弥富市の中学生がＬＧＢＴに配慮した制服をぜひ考えてほ

しいというような投稿がでまして、それがけっこう、校長、学校のほうも「そう

か、子供はそんなことを考えとるのか。やっぱり考えたらないかんな」というふ

うなことで発端になったみたいな形で。ＰＴＡから直接、制服についてというこ

とは聞いておりませんが。投げかけてみたら反応してもらえたということです。 



○ 市長より  制服を変えるえるとなるとやはり負担があるということでございま

すものですから、これも難しい問題かなと思うんですけど。それも時代の流れに

なってくるんですかね。ちょっと慎重に進めていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。高校はいま、ほとんど変わってきましたよね。県立高校は

ちょっとわかりませんけど、私立高校は本当に独自でそれぞれ、制服で学校を選

ぶってことがあるやに聞いておりますので。時代の流れということもあるかと思

いますけど、また多様性というところもあるもんですから、そこもしっかりと見

極めながら判断していってもらいたいと思います。ほかにありましたらお願いい

たします。 

 

･･････････○･･････････ 

 

９．その他 

 

○ 学校教育課長より  よろしいでしょうかね。その他のほうに移らさせてもらっ

てよろしいでしょうか。その他ということで、第三者委員会の報告を部長のほう

からお願いいたします。 

○ 部長より  それでは第三者委員会についてご報告いたします。これまで３回開

催されました。第１回目は令和３年１２月２７日に開催され、学校から教育相談

シートや事件後に生徒から聞き取りをした記録、ハイパーＱＵという学校生活の

主要となる心理テストの結果などの資料が提出され、事故後のスクールカウンセ

ラーの配置状況の聞き取りをし、カウンセラーとの面談記録も見たいという意見

も出されました。委員会名称を遺族の感情を配慮して「弥富市立中学校重大事案

検証及び再発防止検討委員会」との呼称で進めていくことが決められました。第

２回目は令和４年１月１２日に開催し、新たに２少年の保育所、小学校時代の生

活記録などが提出され、教職員等へのヒアリングを実施することが決められまし

た。第３回目は令和４年２月９日に開催し、この会合から新たな委員として児童

精神科の医師が加わりました。学校側から生徒指導記録やその他関連する記録等

が提出されたものを確認し、事件後の学校側の対応も確認しました。学校等のヒ



アリングは３月３日に２少年に関わった２名の小学校教諭に実施し、３月１７日

に中学校の２少年に関わった担任教諭や学年主任ら６名に行い、３月２４日に３

名の保育士に実施する予定でございます。各委員が専門的な立場から話を聞く方

針でございます。第４回目は令和４年４月１４日に開催されます。以上でござい

ます。 

○ 学校教育課長より  ありがとうございました。以上が過日行われたこれまでの

第三者委員会の進捗でございます。 

○ 市長より  ありがとうございました。これにつきまして何かご意見、お聞きに

なりたいことがありましたら。またありましたら学校教育課のほうにお申し出く

ださい。よろしくお願いします。事務局へ返します。 

 

･･････････○･･････････ 

 

１０．閉会 

 

○ 学校教育課長より  はい、ありがとうございます。よろしいでしょうか。全体

でのその他何かございますか。よろしいでしょうか。それでは令和３年度弥富市

総合教育会議のほうを閉じさせていただきます。ありがとうございました。 

 

･･････････○･･････････ 


